
 

 

 

 

 

 

 

津吉小学校は、令和６年度に創立１５０周年

を迎えます。そこで１０月２７日（金）に創立

１５０周年記念行事実行委員会（実行委員３６

名）を開催しましたので、この機会に、津吉小

学校の歴史について紹介します。  

 

今から１５０年前の明治６年（１８７３年）

に、津吉小学校の前身の古田小学校と前津吉小

学校が相次いで設立されました。その後、名称が尋常小学校に変更され、昭和６年に、今の津吉地区

にあった古田尋常小学校と、前津吉にあった前津吉尋常小学校が統合され、両校の中間地点である

田代の丘に津吉尋常小学校として設立されました。当時の町の人たちは、津吉小学校の子供たちが、

どこの子供たちにも負けないような立派な子供に育つように願いを込め、その頃まだめずらしかっ

たヌマスギの樹を校門の近くに植えたそうです。その後、ヌ

マスギの樹は大きく育ち、今でも津吉小の子供たちの成長を

静かに見守っています。 

 戦後、学校の名称は国民学校から津吉小学校に改称し、昭

和３２年には校歌が制定され、昭和４０年には校舎が、昭和

４４年にはプールが相次いで建設されました。平成に入り、

平成１６年には、体育館が、そして平成１９年には、現在の

新校舎と運動場が落成しました。 

 さらに、平成２３年には、志々伎小学校早福分校が統合さ

れ、平成３０年には、津吉小学校と中津良小学校、堤小の３

校が合併し、新生「津吉小学校」となりました。 

 

明治７年の創立から数え、令和６年度に１５０周年を迎えることになった津吉小学校。戦争など

幾多の苦難を乗り越え、平戸市南部地区の数多く

の優秀な人材を輩出し、地域の発展に大きく寄与

してきた本校の業績を讃えるとともに、本校児

童・保護者、職員にとどまらず、地域住民ととも

に、創立１５０周年を記念し、互いにその喜びを

分かち合いたいと考えています。これから実行委

員会を中心に、記念式典をはじめ、様々な行事や

催しを実施したいと考えていますので、御支援・

御協力をよろしくお願いいたします。 
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【創立１５０周年記念行事実行委員会の協議事項】 
１ 実行委員会の目的 

本会は、平戸市立津吉小学校１５０周年記念事業の企画・実行を通して、児童並びに地域住民

の愛校心と地域愛をより一層育むことを目的とする。 

 

２ 実行委員会の組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 創立１５０周年に向けた取組（案） 

（１） 記念式典部 

① 「記念式典」を兼ねた学習発表会の開催【令和６年１０月２６日（土）開催予定】 

・児童の発表    ・保護者、地域住民、卒業生、旧職員等の招待 

・記念動画上映   ・参加者全員による航空写真撮影（ドローン使用）等     

（２） 広報活動部 

① ポロシャツ・Tシャツを作成・販売し、１５０周年の広報活動を行うとともに、地域の

一体感を醸成することで機運を高める。（１１月１０日の持久走大会で披露→注文案内） 

② のぼりを作成し、校区内にかかげ、機運を高める。 

③ 広報誌による告知（まちづくり協議会、南部公民館、学校だより等） 

④ 記念誌の制作・発行→販売 

（３） 記念活動部 

① 記念動画を作成し、ユーチューブで発信→全国に散らばる卒業生等に発信 

② 記念植樹をはじめ、運動場上駐車場（高校跡地）の整備 

③ トーテムポール制作 

④ ドローンによる航空写真撮影 
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記念式典部

•【部長】黒木教頭

•式典計画

•学習発表会

•案内

広報活動部

•【部長】濱道直樹

•記念誌制作・発行

•まち協や地域との連携

•のぼり制作・掲示

•Tシャツ、ポロシャツ制作販売

•周年行事の周知（通信）

記念活動部

•【部長】西宮英伸

•航空写真計画実行

•記念動画作成ＳＮＳ発信

•校庭の整備

•トーテムポール制作
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